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	はじめに
	１　富士宮市人口ビジョンについて

	国では、2008年（平成20年）に始まった人口減少は今後加速度的に進み、人口減少による消費・経済力の低下は、日本の経済社会に対して大きな重荷になるとしている。そのため、その原因である東京一極集中を是正し、若い世代の結婚・子育ての希望を実現することにより人口減少を克服することを目指している。
	富士宮市人口ビジョンは、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」の趣旨に基づき、本市における人口の現状分析及び市民の意識を把握した上で、将来目指すべき方向性と本市の将来人口について推計するものである。第５次富士宮市総合計画と歩調を合わせるとともに、ビジョンの実現に向けた方針や具体的な施策を定める「富士宮市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定するための指針とする。
	２　富士宮市人口ビジョンの対象期間

	国の長期ビジョンでは、2060年（平成72年）に１億人程度の人口を確保することで、将来にわたって活力ある日本社会を維持することを目指している。
	富士宮市人口ビジョンにおいても、対象期間を45年後の2060年（平成72年）とし、本市における長期的な将来人口の展望を示すものとする。
	第１章　人口の現状分析
	１　人口動向分析

	本市のこれまでの国勢調査結果及び住民基本台帳人口による人口の推移は、次のとおりである。
	（１）大正時代から現代、将来にわたる人口の推移

	国勢調査人口の推移と国立社会保障・人口問題研究所の将来推計における総人口と、年齢３区分別人口の推移を見ると、本市においては、2010年（平成22年）をピークに人口減少に転じている。
	年齢３区分別人口の動向を見ると、年少人口及び生産年齢人口は減少傾向が続く一方、老年人口は増加を続けており、2000年（平成12年）には、老年人口が年少人口を上回っている。
	（２）人口構成（人口ピラミッド）

	本市の2015年(平成27年)の５歳階級別の人口構成の推移を見ると、最も多いのが40歳～44歳までのいわゆる団塊ジュニア世代で、次に多いのが65歳から69歳までの団塊の世代である。
	しかし、団塊ジュニア世代の子ども世代にあたる10歳から14歳までの人口には、大きな膨らみは見られない。
	20歳から24歳までの世代で人口が少なくなっているが、これはこの世代が大学等の進学で本市から出てしまっている状況を示している。
	2015年(平成27年)4月１日時点の静岡県内の65歳以上(高齢者)の人口が100万人を超え、県の総人口に占める割合(高齢化率)が26.8パーセントとなり過去最高を更新した。本市においても、34,646人で25.7パーセントと県平均よりは低いものの、４人に１人が高齢者となっている。
	２　出生・死亡数、転入・転出数の推移
	（１）出生数・死亡数の推移（自然増減）


	出生数を見ると2010年(平成22年)以降は1,200人を下回り、2014年(平成26年)には1,006人まで減少した。死亡数を見ると、年々増加傾向にあり、2010年(平成22年)以降は1,200人を上回っている。出生数と死亡数の差である自然増減を見ると2009年(平成21年)までは出生数が死亡数を上回っており、いわゆる自然増加の状況となっていたが、2010年(平成22年)以降は死亡数が出生数を上回り、自然減少の時代に入っている。
	（２）転入数・転出数の推移（社会増減）

	転入転出のいわゆる社会動態を見ると、1993年(平成５年)以降、転入転出ともに3,500人から4,000人を前後して推移してきている。
	転出の著しい増加は1995年(平成７年)で、人穴地区にあった宗教施設の解体によるものと思われる。2001年から2003年まで(平成13年から平成15年まで)と2011年から2013年まで(平成23年から平成25年まで)は転入増となっていたが、2014年(平成26年)には転入数が減少し、転出数も増加することで社会減少となっている。
	（３）自然・社会増減の推移

	出生数、死亡数の差である自然増減の推移を見ると、自然増加から徐々に自然減少に転じてきた。転入数、転出数の差である社会増減の推移を見ると、これまで増加と減少を繰り返してきたが、2014年(平成26年)には大きく社会減少に転じた。
	（４）合計特殊出生率の推移

	本市における合計特殊出生率の推移を見ると、国や県と比べ0.1から0.2ほど高い状況にある。2013年(平成25年)には1.62となっており、一番高かった2009年(平成21年)の1.69よりは低いものの、近年はやや上昇傾向にある。
	（５）既婚･未婚者数と未婚率の推移

	本市における30歳から44歳までの未婚率を見ると、特に男性の30歳から34歳までが44.6パーセント、35歳から39歳までが34.4パーセントと高くなっている。
	なお、この数値は2010年(平成22年)の国勢調査の数値であり、５年を経過してこの世代は現在30歳代後半から40歳代になっており、今後の出生数の大幅な増加は見込めない状況にある。
	■男女別既婚、未婚者数と未婚率
	■未婚率の推移

	25歳から29歳までを見ると、男性では65パーセント前後が結婚していない状況に対し、女性では1990年(平成２年)に36.3パーセントであった未婚率が、2010年(平成22年)になると52.8パーセントに上昇してきており、約半数が結婚していない状況である。
	30歳から34歳まで及び35歳から39歳までを見ると、男女ともに年々未婚率が上昇してきている。
	■静岡県男性の未婚率の推移

	静岡県の25歳から29歳までの男性の未婚率は、1970年(昭和45年)に46.6パーセントであったものが、2010年(平成22年)には70.2パーセントに上昇している。
	また、30歳から34歳までの未婚率は、1970年(昭和45年)に10.5パーセントであったものが、2010年(平成22年)には45.7パーセントに上昇し、35歳から39歳までの未婚率は、1970年(昭和45年)に3.9パーセントであったものが2010年(平成22年)には35.2パーセントに上昇し、ほぼ３人に１人は未婚者である。
	（６）性別・年齢階層別人口移動の状況

	男女ともに10～14歳→15～19歳、15～19歳→20～24歳が大幅な転出超過となっており、高校卒業後の大学進学や就職に伴う転出の影響が考えられる。また、男女ともに20～24歳→25～29歳の転入超過傾向が見られる。これは、大学等卒業後の就職等に関連するＵターン等によるものと思われる。また、Ｈ７→Ｈ12、Ｈ12→Ｈ17、Ｈ17→Ｈ22の移動推移を重ねてみると、近年その傾向が高まっていることがわかる。
	男女ともに共通的な動向を示しているが、男性においては35歳前後から高齢者世代に渡っての転出超過が見られ、女性は全体的に増減なしか、わずかに転入超過となっている。
	（７）人口移動の状況
	ア　主な都市（県内外）の人口移動の状況


	2012年(平成24年)と2013年(平成25年)の人口移動の状況について見ると次のようになる。
	人口流出(転入数よりも転出数が多い)が最も多い都道府県は東京都であり、年によって違いはあるものの、神奈川県や愛知県、埼玉県への人口の流出が見られる。一方、人口流入(転出数よりも転入数が多い)が多いのは山梨県である。
	近隣市町においては、隣接する富士市と静岡市からは人口流入が起きている。
	イ　県内の主な都市の人口移動の状況

	アで示した他県と静岡県内主要市町を除いた、県内における関連性が強い市町については次の都市となる。県東部を中心に広く分布しているが、年により流出入状況が異なる状況となっている。
	３　通勤通学及び就業の状況
	（１）通勤通学状況


	2000年(平成12年)から2010年(平成22年)までの通勤通学率は次のようになっており、県内では隣接する富士市との結び付きが非常に強く、次いで沼津市、清水町、静岡市、裾野市、三島市となっており、東部エリアの結び付きが強い。
	また、県外では山梨県の南部町、身延町、富士河口湖町、鳴沢村からの通勤通学が見られ、富士山エリアとして関連が強いことがうかがえる。
	（２）昼夜間人口比率

	本市の2000年(平成12年)から2010年(平成22年)までの昼夜間人口比率は0.92から0.95となっており、昼間人口より夜間人口の方が多いベッドタウン的な傾向が見られる。
	（３）就業状況

	2010年(平成22年)国勢調査における産業分類別、男女別就業人口を見ると、男女ともに製造業及び卸売業・小売業の就業者が多くなっている。また、男性では建設業及び運輸業・郵便業、女性では医療・福祉が多い状況にある。
	４　各種仮定値による将来人口の予測

	各種仮定値を設定し、2060年(平成72年)の将来人口を算出した。
	住基コーホート法※により、現状の人口動態をもとに推計
	2025年(平成37年)に合計特殊出生率を1.8、2040年(平成52年)に2.07となるように設定し、直近の住民基本台帳の移動率(社会減少)のまま推移した場合の推計
	2025年(平成37年)に合計特殊出生率を1.8、2040年(平成52年)に2.07となるように設定し、移動が均衡(社会増減なし)した場合の推計
	2030年(平成42年)に合計特殊出生率が1.8、2040年(平成52年)に2.07となるように設定し、移動が均衡(社会増減なし)した場合の推計
	2020年(平成32年)に合計特殊出生率が2.07となるように設定し、移動が均衡(社会増減なし)した場合の推計
	それぞれの数値は次の表であるが、③合計特殊出生率が2040年(平成52年)までに人口置換水準※である2.07に上昇し、社会増減がないと仮定した場合は、2060年(平成72年)に総人口は約 11万人になると推計される。
	第２章　人口の将来展望
	１　市民意識（アンケート結果の抜粋）

	結婚、出産、子育て等に関する市民意識を把握するためのアンケート調査を実施した。
	・実施期間　　2015年(平成27年)７月
	・調査対象　　18歳から59歳までの市民
	・調査方法　　郵送による配布・回収
	・配布数　　　2,000通
	・回収数　　　　582通
	○未婚者のうち結婚を希望する人　⇒　約80パーセント

	未婚者のうち｢結婚したい｣、｢どちらかと言えば結婚したい｣と回答した人は合わせて79.1パーセントとなった。特に20代では90パーセント以上が結婚したいと回答しており、多くの人が結婚を希望していることがわかる。
	また、その時期については｢５年以内｣が最も多く41.1パーセント、｢２年以内｣が25.2パーセントとなっている。
	○理想の子どもの人数　⇒　約2.16人

	理想とする子どもの人数は、平均で約2.16人、現実的に将来持つ予定の子どもの人数は、平均で約1.85人となった。理想の人数は人口置換水準である2.07を上回っているが、現実的な人数では下回っており、その差を理想に近づけることで、人口増加に繋がっていくと考えられる。
	２　目指すべき将来の方向
	（１）現状と課題の整理


	現在、本市においては人口減少が緩やかに進行しており、今後もこの傾向は続いていくと見込まれる。自然動態を見ると、出生数が減少する一方で死亡数は増加しており、2010年（平成22年）以降は自然減少となっている。
	合計特殊出生率は、これまでも子育て支援などの施策を行ってきたことから、全国平均や県平均を上回るものの、2013年（平成25年）で1.62と、人口置換水準である2.07を下回っている。また、未婚率が年々上昇していることも、出生数の減少に影響を与えていると考えられる。
	社会動態を見ると、2014年（平成26年)には転出者数が転入者数を上回っており、社会減少となっている。本市では大学進学時や就職時における首都圏などへの転出者数が、大学卒業後の転入者数（Ｕターン数）を上回っていると考えられ、特に東京への転出超過が多くなっている。
	現状の傾向のまま推移した場合、本市の総人口は、2010年（平成22年）に135,764人だった人口が、2060年（平成72年）には86,447人まで減少すると推計される。
	（２）目指すべき将来の方向

	アンケート結果を見ると、未婚者の約80パーセントが結婚を望んでおり、理想とする子どもの人数は２人を超えている。
	人口減少が将来及ぼす影響としては、労働者や消費者の減少による地域経済の衰退、社会保障費を負担する現役世代の減少による社会保障制度への影響、地域コミュニティの担い手の不足による地域への影響、税収の減少により行政サービスや公共建築物などの維持管理・更新が困難になる、といったことなどが考えられる。
	こうした影響を最小限に抑え、将来にわたって活力あるまちを維持するためには、若い世代が安心して働ける場を確保し、結婚・出産・子育ての希望を実現することで人口減少を食い止め、人口構造の若返りを図ることが必要である。そのために、本市が目指すべき将来の方向として、次の３つの視点を定める。
	（３）将来展望人口

	第１章の「４ 各種仮定値による将来人口の予測」で推計した値によると、「①現状の将来人口推計」では、2060年（平成72年）の総人口が86,447人になるのに対し、「③合計特殊出生率が2040年（平成52年）に2.07に上昇し、社会増減が均衡した場合」では、2060年（平成72年）の総人口は110,084人になると推計される。
	また、高齢人口の割合は35パーセントになるのが30.5パーセントまで減少し、年少人口の割合は11.3パーセントになるのが15.3パーセントまで増加すると推計され、人口構造の若返りが期待される。したがって、この推計結果を本市の目指すべき将来展望人口とする。
	（４）2015年（平成27年）と2060年（平成72年）の人口ピラミッドの状況

	2015年（平成27年）の総人口が134,800人の状況と、将来展望人口で示した2060年（平成72年）の総人口が110,000人の状況の人口ピラミッドは以下のようになる。
	2015年（平成27年）の状況は団塊の世代及び団塊ジュニア世代が突出し、若者世代から子ども世代が減少している。
	一方で、合計特殊出生率が上昇し、社会増減が均衡することで増加する人口を加えた2060年（平成72年）の人口ピラミッドは、ほぼ平坦な状況となっている。
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